
令和７年度

赤十字血液シンポジウム東海北陸

日時：令和７年７月１２日（土）13：30～17：00（開場13：00）

座長：木下 朝博（東海北陸ブロック血液センター所長）
安村 敏 （東海北陸ブロック血液センター石川製造所長）

講演１ 大量出血を来した重症外傷を救命するための輸血戦略
～外傷患者の血液凝固特性から見た輸血戦略～

渡部 広明（島根大学医学部附属病院）
講演２ 看護の力で安全な輸血療法推進する

～緊急・大量輸血＆通常輸血における輸血副作用の観察～

             山本 由加里（富山大学附属病院）
講演３ 「安全な輸血検査に必要な技術と知識〈これからの輸血検査技師に求められること〉」

3-1：「輸血検査再入門～知っておきたいABCと見逃しがちなピットフォール～」
松浦 秀哲（藤田医科大学病院）

3-2：「輸血関連業務に役立つ知識編DEF」
杉本 達哉（東海大学医学部付属八王子病院）

講演４ 輸血副作用の現状と細菌スクリーニング血小板
後藤 直子（日本赤十字社血液事業本部）

※参加登録について※
二次元バーコードまたはホームページ
より事前登録をお願いします。
参加登録期間：
令和７年5月12日～７月12日

https://event.event-planner.net/event/bundlesite/5bxnft5k

本シンポジウムは、参加により下記の制度の単位取得が可能です。

●日本輸血・細胞治療学会等が指定する認定制度

●日本臨床衛生検査技師会生涯教育研修制度 ※参加証明書は、シンポジウム終了後オンライン
アンケートにより申請いただけます。

会場：名古屋ルーセントタワー16階会議室

石川県赤十字血液センター会議室 （詳細は裏面をご覧ください）

名古屋、金沢の２会場同時開催、および同時ライブ配信によるハイブリッド開催注目

参加費
無料
※事前参加
登録必要

意見交換会のご案内
閉会後（17:30～18:00）臨床検査技師様と看護師様に分かれて、意見交換会を開催
いたします。
日常業務での輸血の疑問について、演者様に直接アドバイスいただける絶好の機会です。



お問い合わせ先（事務局）
日本赤十字社東海北陸ブロック血液センター
学術情報課
〒489-8585 愛知県瀬戸市南山口町539-3
TEL ：0561-89-7812
MAIL：gakujutsu@tkhr.bbc.jrc.or.jp

（名古屋会場）名古屋ルーセントタワーへのアクセス （名古屋駅から徒歩5分）

（金沢会場）石川県赤十字血液センターへのアクセス

〒920-0345 金沢市藤江北4丁目445番地：駐車場完備
公共交通機関利用（北陸鉄道バス）「金沢駅西口」より 「藤江北」下車 徒歩５分

開催会場

16階ルームN+O
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